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1-2. 事業内容

(1) RFID及びRFIDシェルフを活用したコンビニエンスストアにおける実証実験の実施
コンビニエンスストアの店頭においても使用できる高い読み取りを実現するRFIDシェルフの開発を行う。
また、RFID及び当該RFIDシェルフを活用し、中食商品 (おにぎり・お弁当等) の消費・賞味期限管
理を行い、消費・賞味期限が迫った商品の値下げ販売・ポイント付与による販売等、食品ロス削減に
つながる仕組みの実証実験を行う。

(2) 値下げ販売における食品ロスの削減・売上の効果検証
(1)のRFIDを活用した仕組みによる食品ロスの削減効果、売上効果の検証 (昨年対比、前月比、
他店舗比等) を行う。

(3) 実用性の高いRFIDタグの検証
RFIDタグ貼り付け対象商品や活用方法を想定し、電子レンジ対応や将来を見据えた環境配慮型
等、各種のRFIDタグ・インレイについて実用性の検証を行う。

(4) 最適なタギング時点・方法の検証
製造・生産事業者、卸事業者、小売事業者のどこでRFIDタグの貼り付けを行うのが最適かの検証を
行うとともに、RFID実装の際を見据えた現実的な貼り付け方法の検証を行う。

(5) 物流効率化・在庫管理精度のシミュレーション
製造・生産事業者、卸事業者、小売事業者におけるRFIDの活用方法を検討し、物流効率化・在
庫管理精度の効果シミュレーションを行う。
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1-3. 実施体制

プロジェクト推進 : 伊藤忠商事㈱

プロジェクト推進補佐
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱
伊藤忠テクノソリューションズ㈱ (CTC)

(1) RFID及びRFIDシェルフを活用したコンビニエンスストアにおける実証実験の実施
(2) 値下げ販売における食品ロスの削減・売上の効果検証
(5) 物流効率化・在庫管理精度のシミュレーション

項目 参加企業

コンビニ店舗 ㈱ファミリーマート ㈱ポプラ

クラウドサービス マイクロソフト㈱

通知アプリ ㈱NTTドコモ みなとく㈱

RFIDシェルフ

伊藤忠メタルズ㈱ 帝人㈱

伯東㈱ Impinj Japan

㈱新日本電波吸収帯

㈱フジクラダイヤケーブル

店頭サイネージ 凸版印刷㈱

(3) 実用性の高いRFIDタグの検証
(4) 最適なタギング時点・方法の検証

項目 参加企業

コンビニ店舗 ㈱ファミリーマート ㈱ポプラ

ラベラ・プリンタ 大阪シーリング印刷㈱ ㈱サトー

RFIDインレイ・タグ

Stora Enso Arizon

Xindeco ㈱サトー

ダイオーエンジニアリング㈱
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2-1. 実証実験概要

実証実験（１） 実証実験（２）

事業名
令和２年度 流通・物流の効率化・付加価値創出に係る基盤構築事業（IoT技術を活用したコンビ
ニエンスストアにおける食品ロス削減事業）

委託事業者 伊藤忠商事株式会社

事業目的
RFIDを活用し、商品の在庫状況や消費期限を管理することにより、店頭における省力化や食品ロス
の削減・廃棄率の低下など、サプライチェーンの効率化・生産性向上を図ります。

実験日時 令和２年１１月２日（月）～３０日（月） 令和２年１２月７日（月）～２８日（月）

実験店舗
• ファミリーマート 京王プレッソイン池袋店
• ファミマ!! ThinkPark店 （大崎）

• 豊島区 住宅地店舗
• 千代田区 駅前店舗

実験内容

• 店頭での入荷検品時にRFIDを貼り付け、商
品の在庫状況を管理

• 販売期限が近づいた商品の情報・在庫数・付
与ポイント数をスマホアプリ「ecobuyTM」や店
頭の商品棚サイネージで表示

• 対象商品購入後、消費者は「ecobuy」からポ
イント付与を申請

• 店頭での入荷検品時にRFIDを貼り付け、商
品の在庫状況を管理

• 販売期限が近づいた商品をバックヤード用管理
アプリで販売スタッフに通知し、別棚に商品を移
動

• スマホアプリ「No Food Loss」にて値引き販売
を行っている商品の情報・在庫数・値引き率を
消費者に告知

• 対象商品購入時に「No Food Loss」にて認
証を行い、商品を値引き販売

 ファミリーマートの店舗とポプラの店舗にて実証実験を実施。
 各店舗における実証実験の内容は以下のとおり。
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2-2. 実証実験 (1) : RFIDシェルフ
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2-2. 実証実験 (1) : スマホアプリ告知

 スマホアプリ「ecobuy」
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2-2. 実証実験 (1) : スマホアプリ申請画面

 スマホアプリ「ecobuy」

購買したレシートの写真を
アップしてポイント申請。

＜レシート撮影画面＞ ＜ポイント申請完了画面＞
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2-2. 実証実験 (2) : RFIDシェルフ / 値引き棚
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2-2. 実証実験 (2) : 店頭告知

 店頭POP

• 店頭に実証実験に関する様々なPOPを表示。

• 対象となる商品は実証実験棚に配置、容易に判別可能。
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2-2. 実証実験 (2) : スマホアプリ告知

 スマホアプリ「No Food Loss」
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3-1. 実証実験（１）

 値下げ販売における食品ロスの削減・売上の効果検証結果のサマリ

 ポイント発行効果
コロナ禍にも関わらず他店舗と比較して売上低下の軽減

比較対象店舗 : 11%程度低下
ファミマThinkpark店 (大崎) : 7%程度低下
京王プレッソイン池袋店 : 3%程度低下

 今後の改善点
• 11月はコロナ第三波で感染者が急増した時期である。実験店はオフィス街にあり、客足が遠のいた

可能性が考えられる。そのため、住宅街の店舗との比較などコロナ禍の影響を考慮したほうがよい。
• 実験店では11月の納品数を増やしているため、それが廃棄数に繋がったと考えられる。他店舗と同

様に納品数を減らすことや前月と納品数を合わせるなどの条件設定をすることで廃棄数の減少が見
込まれる。

• アプリでのポイント申請過程で途中離脱するユーザーが多く、廃棄数・売上向上にはアプリのUI/UX
もポイントとなる。
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3-2. 実証実験（２）

 値下げ販売における食品ロスの削減・売上の効果検証結果のサマリ

 クーポン発行効果
 両店舗の原価率が1%程度改善
 ロス率 (ロス費用/売上) 前月比が改善

豊島区 住宅地店舗 : 約9%程度
千代田区 駅前店舗 : 約5%程度

 ロス数割合 (ロス数/販売数) 前月比が改善
豊島区 住宅地店舗 :14%程度
千代田区 駅前店舗 (調理パン)  : 26%程度

 今後の改善点
千代田区 駅前店舗の主な50%割引発行時間帯が深夜1時となったことが、千代田区 駅前店舗
のおにぎりクーポン利用率低下要因となっている。利用客に浸透されやすい戦略的な発行時間変更に
より更なる効果が見込まれる。
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4-1. RFIDタグ貼り付け対象商品および活用方法

 RFID貼り付け対象商品

ファミマThinkpark店 (大崎) におけるRFID貼付例
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4-1. RFIDタグ貼り付け対象商品および活用方法

 RFIDタグ活用方法
• コンビニエンスストアなどの消費財サプライチェーンにおいて想定されるRFIDタグの活用方法、本事業に

おける検証項目と判明した問題点、解決に向けた今後の取り組みの方向性について、以下に示す。

入荷 在庫管理 販売 廃棄

検証項目 全量検品
スマートシェルフによる

在庫常時管理
消費期限管理による

値下げ販売
消費期限管理による廃棄

問題点

①入荷後のRFIDタグ貼り
付けの手間

②現状、入荷検品をしてい
ない店舗にとっては、追加
作業

①RFIDタグの位置、アンテ
ナ設置の位置による読取
不良

②繁忙時間帯の商品オー
バーロードによる読取不
良

③アンテナ・リーダー取り付け
の煩雑さ

④機器類のコスト

①消費期限は管理するも、
値引き、ポイント還元とも
にPOSと連携できず

②RFIDでの決済せず

①同商品の中の廃棄対象
数量はシステムで把握で
きるが、現物はタグのカ
ラー、現物にて確認し、
廃棄。RFIDタグ利用の
意味が薄れる。

②廃棄予定数量に合わせ
た、販売戦略の未実施
(受け身で廃棄時間を待
つのみ) 

今後の
取り組み

①製造メーカーもしくは、物
流倉庫でのRFIDタグ貼
り付けフローの整備

②入荷検品実施による他
業務の効率化を検討

①アンテナ性能の向上と電
波調整

②在庫管理実施による他
業務の効率化を検討

③シェルフメーカーと規格を
合わせた機器類の開発

④量産によるコスト削減と
費用対効果の検証

①通常決済含めたPOSとの
連携

②RFID活用したPOSレジ
の採用

①RFIDの特性を活かした
廃棄対象物ピックアップ
方法の検討

②(RFIDとは無関係なる
も) 戦略的な値引き、
キャンペーンの検討
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 実証実験に使用したRFID
• ファミリーマート実証実験では、国内外5種類のRFIDについて、おにぎり、弁当に貼付した場合の読

み取り評価を行い、精度が高かった国内、海外各1種類を実証実験に採用した。
• ポプラ実証実験では、国内外3種類のRFIDについて、おにぎり、サンドウィッチに貼付した場合の読み

取り評価を行い、精度が高かった国内1種類を実証実験に採用した。

Sato Tab-U8Arizon AZ-M69B DAIOAPMU4616
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 電子レンジ対応RFIDの実用性検証（Arizon）
• おにぎりおよび弁当とも1700Wで5分温めたが、特に異常はなく、温め後のRFID読み取りも問題なし。

Confirming items of microwave tag

NO. Tags Goods name
照片

photoes
Attaching 
position

Microwave 
output power  

(kw) 

Heating time
(sec) 

Request of 
read range (m) 

Type of R/W

1 AZ-V6 rice ball side 1.7 300 1.3
Handy
(250mw) 

2 AZ-V6 bento side 1.7 300 1.2
Handy
(250mw) 



57Copyright © ITOCHU Corporation. All Rights Reserved.

4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 電子レンジ対応RFIDの実用性検証（Xindeco）
• おにぎりおよび弁当など1600Wで通常の2倍の時間温めた結果、一部商品 (NO5および6) で

火花が散ったり焦げ付くケースはあったが、燃えたケースはなし。
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 電子レンジ対応RFIDの実用性検証
• 実証実験においては、万が一の事故防止のため、店頭POPおよびリーフレットで「商品をレンジで

温める際には、かならず電子タグを取り外してください」と告知。

【店頭POP】 【リーフレット】
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• ダイオーエンジニアリング社との提携により”Speema Eco Label“を用いて検証を実施。

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの構成

 従来品は、PETフィルム上にアルミニウムでアンテナを成形。
 Speema Eco Labelは、紙上にカーボンで直接アンテナを成形することにより、環境負荷を

低減。

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの特長

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの特長

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの特長

出典 : ダイオーエンジニアリング資料



64Copyright © ITOCHU Corporation. All Rights Reserved.

4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの特長

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの特長

出典 : ダイオーエンジニアリング資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

出典 : ダイオーエンジニアリング資料

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• Speema Eco Labelの性能

 PETフィルムを使った既存のインレイと比べて交信距離は遜色なし。
 課題は耐用年数であり、屋内での使用で2年と短い。
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• アンテナプリント技術を活用した環境配慮型インレイの開発ベンダー Stora Enso社との提携に

より”ECO RFIDインレイ“を用いて検証を実施。

出典 : Stora Enso社資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• RFIDインレイの特長

 プラスチック素材は未使用、全て紙ベースのため、環境負荷が低く、リサイクル可能。
 性能も既存のアルミニウムベースのアンテナに比べて90～95％と遜色なし。

出典 : Stora Enso社資料
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4-2. 実用性の高いRFIDタグの検証

 環境配慮型RFIDの実用性検証
• RFIDインレイの特長

 環境に優しい素材を用いているため、カーボンフットプリントも既存のPETフィルムを用いた
インレイに比べて1枚あたり1.6g、40％のCO2排出を削減

出典 : Stora Enso社資料
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5-1. 最適なRFID貼付事業者の検証

 コンビニエンスストアにおける米飯カテゴリーのサプライチェーンにおけるRFID貼付について、事業
者ごとにメリット・デメリットを整理して評価を行うとともに、今後の取り組みの方向性について、以
下に示す。

メーカー 卸売 小売

メリット

商品ラベルもしくはPOP
シール形態であれば、人
手を介さずラベラーにて
RFID貼付が可能

対象店舗および対象商
品のみへのRFID貼付が
可能

対象店舗および対象商
品のみへのRFID貼付が
可能

デメリット
製造プロセスにRFID検査

工程の追加が必要

短いリードタイムの中で、
従来の検品・仕分け作業
に加えてRFID貼付作業
を行うことは困難

従来の検品作業に加えて、
RFID貼付作業を行うこと
は従業員に多大な負担

労務コスト・作業時間増大に影響のないメーカー工場におけるRFID貼付が最も現実的か
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5-2. RFID実装を見据えた現実的な貼り付け方法の検証

 コンビニエンスストア米飯カテゴリーへのラベル貼付について豊富な経験と実績を持つラベラーベン
ダーと連携してソースタギング実証を実施、メーカーにおける現実的なRFID貼り付け方法につい
て検証を行った。

商品分類 おにぎり お弁当

商品名 手巻 シーチキンマヨネーズ 直巻 和風ツナマヨネーズ
おろしタツタ弁当
（すだちぽん酢）

鶏そぼろ弁当

ラベラー種類 上貼り 横貼り

検証結果 RFIDが破損することなく良好に貼り付けできた。

RFIDの貼り付けはできた。
しかし、貼り付けたRFIDが安定しないことが多かった。
（検証に使用したラベラーは検証に使用した弁当容器
の形状と異なる形状の弁当容器向けに設計されていた
ため）

実装に向けた
課題

弁当容器の形状は種類が多い。
実装向け安定した貼り付けを実現するには、弁当容器
の計上に適したラベラーの準備が必要。
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5-2. RFID実装を見据えた現実的な貼り付け方法の検証

 検証を行ったラベラーは以下の通り。

おにぎりに使用した上貼りラベラー お弁当に使用した横貼りラベラー
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5-2. RFID実装を見据えた現実的な貼り付け方法の検証

 検証に使用したおにぎりは以下の通り。

手巻 シーチキンマヨネーズ 直巻 和風ツナマヨネーズ
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5-2. RFID実装を見据えた現実的な貼り付け方法の検証

 検証に使用した弁当は以下の通り。

おろしタツタ弁当（すだちぽん酢） 鶏そぼろ弁当
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6-1. 物流効率化のシミュレーション

 RFID活用による入荷検品業務効率化の検証
• ファミリーマート京王プレッソイン池袋店店舗において、通常の検品とRFID活用の2パターンで検品作

業時間の比較を行ったところ、RFID活用により8割前後の大幅な削減を実現した。

1便

商品数
(平均) 

通常の検品 RFID活用

2便

3便

検品時間
(平均) 

商品数
(11/18～

11/24平均) 

63

215

34

540秒

1800秒

420秒

98

135

48

- 75%

- 94%

- 88%

検品時間
(平均) 

136秒

105秒

51秒



78Copyright © ITOCHU Corporation. All Rights Reserved.

6-1. 物流効率化のシミュレーション

項目 店員A 店員B 店員C 店員D 店員E

RFIDを
用いた
検品

本来の検品に比
べればだいぶ早い
ので便利だと思っ
た。ただ、正確に
全て読み取れれ
ばいいが、反映さ
れないこともたまに
あったのでもう
少々反応が良い
と完璧だと思う。

従来方法による
検品よりかなり時
間は早く、素晴ら
しいと思う。ただ、
読めないタグが発
生したり、バット内
の真ん中に置か
れている商品や、
重ねたバットの下
の方にある商品な
どは読み取りにく
い、等軽いレベル
での問題はある。

本来の速度 (通
常の検品) から
考えると、非常に
速い検品ができて
いたが、機器の読
取範囲や重箱の
奥の商品の読取
精度には、やや不
満がある。

欠品 (検品スキャ
ンできなかった) の
商品を探しにくい。

売場陳列終了後
のハンディ端末に
よる読み込みは
瞬時に完了し、そ
の点は非常に良
かった。

 RFID活用による入荷検品業務効率化の検証
• ファミリーマート従業員へのアンケートにより、RFID活用による入荷検品業務効率化について意見を

伺ったところ、多くの従業員が「通常の検品より早い」と回答。但し、読み取り精度への課題もあること

を確認。
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6-2. 在庫管理精度のシミュレーション

 RFIDを用いたリアル在庫の収集
• 現状取得できていない店舗のリアル在庫についてRFIDを用いて収集、店長や従業員が確認できる

仕組みを構築。
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参考データ

食ロス実証実験向け読取評価
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マッピング評価 : おにぎり

 アンテナ : アンテナシート ( L850) x 2枚
 読取範囲 : おにぎりを横一列 (x方向) に8個並べて奥行方向 (y方向) に1個分ずつ6個の位置までスライドさせる

→奥行方向 (y方向) 6個目はおにぎりがアンテナから脱落する位置

前頁で検討したタグ貼付位置で連続読取可能かも含め、RSSIと読取りカウントのマッピング評価を行った。

 海苔おにぎり  おにぎり

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

6 52 54 66 60 54 53 52 59 64 66 67 66 57 65 65 66

5 66 70 83 71 64 70 65 66 79 53 82 82 82 56 53 51

4 73 71 82 70 61 70 62 68 51 50 78 76 76 49 51 48

3 60 64 77 68 62 67 62 65 59 62 67 64 63 60 65 65

2 71 67 85 73 65 66 59 66 52 50 57 56 56 57 50 52

1 71 70 85 75 78 71 62 63 50 50 47 50 49 50 49 47

x : 棚長手方向

RSSI Count

y
 :

 棚
奥

行
方

向

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

6 64 65 52 65 57 46 ND 51 67 65 62 63 62 62 ND 65

5 70 78 76 81 82 78 77 71 52 52 53 51 50 54 53 52

4 71 78 78 80 81 78 77 71 72 77 46 45 45 53 74 42

3 76 75 74 78 74 74 73 62 56 56 58 56 55 53 47 54

2 65 84 77 83 82 81 76 70 61 64 53 53 51 64 66 61

1 68 74 74 79 79 81 78 74 69 69 66 53 53 69 53 54

y
 :

 棚
奥

行
方

向

x : 棚長手方向

RSSI Count

1
2
3
4
5
6

1
2
3
4
5
6

結果 : 奥行方向6個目含め問題なく読み取れている 結果 : 問題なく読み取れている





87Copyright © ITOCHU Corporation. All Rights Reserved.

マッピング評価 : サンドイッチ

 アンテナ : アンテナシート (L850)  x 2枚
 読取範囲 : サンドイッチを横一列 (x方向) に14個並べて奥行方向 (y方向) に1個分ずつ3個の位置までスライドさせる

→奥行方向 (y方向) 3個目はサンドイッチがアンテナから脱落する位置

前頁で検討したタグ貼付位置で連続読取可能かも含め、 RSSIと読取りカウントのマッピング評価を行った。

結果 : 
「3」の位置ではICタグがアンテナに載らないため、一部読取りができない場所がみられたが、
アンテナ上にタグが入る状態では問題無く読取はできている

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

3 62 53 50 54 58 55 54 51 52 ND 50 ND 44 ND 44 45 44 51 45 40 46 45 45 ND 44 ND 45 ND

2 70 62 63 68 53 72 61 58 64 61 67 60 59 54 36 39 40 35 38 37 38 34 38 36 38 36 38 35

1 84 65 59 64 45 66 59 55 61 54 66 59 64 54 69 69 71 68 25 38 39 69 38 37 35 38 39 35

x : 棚長手方向

RSSI Count

y
 :

 棚
奥

行
方

向

1

2

3

タグ貼付位置
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ICタグ貼付面・向き評価 : 海苔巻き・平置き

 海苔巻き : 横置き

 アンテナ : アンテナシート (L850) ※2枚並べた奥側のみ稼働
 ICタグ読み取り位置 : 図の通り

表示ラベルに重ならず、外装開封のしやすさを考慮した位置として写真の位置にタグを貼付し、最小起動電力を測定

タグ貼付位置
海苔巻きに沿って貼付、タグとアンテナを
対面させておく。

結果 : 
右側に置いた時に最小起動電力が若干高い箇所があるが、
読取り可能なレベルであるためマッピング評価にて再確認する。

1 2 3 1 2 3

14 10 13 21 10 13

左 右

最小起動電力[dBm]
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マッピング評価 : 海苔巻き・平置き

前頁で検討したタグ貼付位置で連続読取可能かも含め、 RSSIと読取りカウントのマッピング評価を行った。

 アンテナ : アンテナシート (L850)  x 2枚
 読取範囲 : 下図の通り海苔巻きを平置きで3個横並べにし、アンテ左寄せと右寄せで読取

タグ貼付位置
海苔巻きに沿って貼付、タグとアンテナを
対面させておく。

58 67 59 58 70 57 95 95 94 119 121 191

左 右 左 右

x : 棚長手方向

CountRSSI

結果 : どの位置においても問題無く読取を確認
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連続読取確認

 アンテナ : アンテナシート (L850) x 2枚
 読取物 : 1段に対して下図の通り物品を配置して読取
 読取時間 : 約1時間

→60sに1回読取れているEPCデータを参照し集計

9 18 23

4 8 13 17 22 27

3 7 12 16 21 26

2 6 11 15 20 25 29 31 33

1 5 10 14 19 24 28 30 32

海苔巻き 三角おにぎり 四角おにぎり

評価位置番号（タグ下2桁表示）

サンドイッチ

P0

P1

結果 : 
読取りカウントが少ない箇所はあるが読み抜けみられない

P0 P1 開始 終了

E28068940000500C4BF00001 60 60 62.4 64

E28068940000500C4BF00002 58 2 60 58.4 58.4

E28068940000500C4BF00003 60 60 52.8 56

E28068940000500C4BF00004 60 60 58.4 58.4

E28068940000500C4BF00005 60 60 64 64.8

E28068940000500C4BF00006 21 39 60 52.8 52

E28068940000500C4BF00007 21 39 60 64.8 64

E28068940000500C4BF00008 52 52 48 47.2

E28068940000500C4BF00009 60 60 58.4 59.2

E28068940000500C4BF00010 59 59 52 52.8

E28068940000500C4BF00011 58 2 60 64 64

E28068940000500C4BF00012 60 60 51.2 53.6

E28068940000500C4BF00013 60 60 63.2 64.8

E28068940000500C4BF00014 58 58 57.6 57.6

E28068940000500C4BF00015 36 36 43.2 44.8

E28068940000500C4BF00016 42 18 60 59.2 58.4

E28068940000500C4BF00017 60 60 64 62.4

E28068940000500C4BF00018 60 60 63.2 61.6

E28068940000500C4BF00019 60 60 68.8 68

E28068940000500C4BF00020 59 1 60 68.8 68

E28068940000500C4BF00021 60 60 60 60

E28068940000500C4BF00022 60 60 62.4 63.2

E28068940000500C4BF00023 60 60 65.6 64.8

E28068940000500C4BF00024 58 58 64.8 64

E28068940000500C4BF00025 58 58 68 66.4

E28068940000500C4BF00026 60 60 61.6 64

E28068940000500C4BF00027 60 60 59.2 59.2

E28068940000500C4BF00028 59 59 61.6 60.8

E28068940000500C4BF00029 60 60 76.8 77.6

E28068940000500C4BF00030 60 60 68 68

E28068940000500C4BF00031 60 60 59.2 58.4

E28068940000500C4BF00032 60 60 60 59.2

E28068940000500C4BF00033 60 60 61.6 61.6

読取数[回]
EPC 総計

RSSI[dBuV]
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参考データ

JAISA
個品 (商品) への電子タグ貼付に
関するガイドラインに沿った評価
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海苔おにぎり (三角おにぎり) 

0° 30° 60° 90°

120° 150° 180° 210°

240° 270° 300° 330°

ガイドライン貼付位置
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サンドイッチ

ガイドライン貼付位置

0° 30° 60° 90°

120° 150° 180° 210°

240° 270° 300° 330°






